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第 2報 全自動野菜移植機に対応した樹1旨 トレイ利用セル成型育苗法
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2  Cell nursery method by resinous tray for automatic vegetable transplanter
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No

1 は じ め に

岩手県においても野菜生産のための労働力不足が問題と

なっており,栽培の省力化が求められている。葉菜類の生
産で労力を多く要している作業は収穫・出荷調整,育苗と
定植,薬剤散布等である。この中で近年野菜移植機の開発
が進んできており,定植作業の軽減化が期待されている。
そこで全自動野菜移植機利用に対応した大量セル苗を作

出するため,樹脂 トレイ利用セル成型育苗法をキャベツ,
ハクサイで検討した。

2試 験 方 法

に)試験年次 :1992～ 1998年
●)試験場所 :岩手園試高冷地開発センター (標高430m)
3)供試作物 (品種):キ ャベツ (YR青春)

ハクサイ (春秋)
に)試験区の構成
1)キ ャベツ育苗培地の施肥法

(マ イクロロングトータツレ201-40日 タイプ,12-10-11)
施肥現物量プラグ専用培土`):M社製の基肥型育苗培地
培地資材の組成割合
±45%, ピートモス50%,バーミキュライト5%
セルトレイい 合成樹脂製128セ ル (容量 23ml)

200セ ル (容量 15ml)
ハクサイのセルトレイの大きさ,200セ ル

0 栽培概要
1)播種期,育苗場所 :キ ャベツ :5月 19日 ,ハ クサ
イ ,5月 26日 ,雨よけハウス内
2)定植期 :6月 15日
3)栽植様式 :キ ャベツ ;う ね幅 60卸 ,株間 35cm

(476株/a),ハ クサイ ;う ね幅 60m,株間 40cII(417株
/a)
4)施肥量 (kg/a):キ ャベツ ;窒素 12+05,
リン酸 16,カ リ 12+05
ハクサイ :窒素 10+07,リ ン酸 13,カ リ 01+07

3 試験結果及び考察

0)キ ャベツ育苗培地の施肥法 (表 1)
1)育苗培地の種類,施肥量を問わずいずれの処理区
においてもセル成型苗は,播種後20日 日で本葉15～ 2枚
程度,草丈 5～ 7ぃとなり根鉢が形成され始めた。
播種後26日 目の本葉 2～ 3枚,草丈 7～ 10m前後で根鉢
形成は十分となったが,子葉に黄化がみられた。
子葉の黄化はセル容量の小さい区でやや早かった。播種

後31日 目のセル成型苗は,各区ともに子葉の黄化程度が進
み,落葉もみられた。
2)播種後26日 目から31日 目の間に各区とも根重害1合
が低下した。また,苗の抜取り性はプラグ専用培土がやや
劣ったが,移植機対応としてはさしつかえなかった。
3)128又は200セ ルトレイでのプラグ専用培土区,128
セルでの野菜養土+細粒30g区の球重は慣行の地床育苗
程度となり,128又は200セ ルトレイ使用の野菜養土区の球
重が慣行に近かった。また200セ ルトレイでの野菜養土 +
細粒15g区の球重はやや小さかった。
セル成型育苗区の収穫期は,慣行区よりやや遅れる傾向
であった。
2)ハクサイ育苗培地の施肥法 (表 2)
1)セ ル成型苗の各育苗培地区は,播種後16日 目の本

葉 2枚程度,草丈 4～ 6例で根鉢が形成され始めた。
播種後21日 目の本葉 3～35枚 ,草丈 6～ 7 5cI前後で根
鉢形成は十分となったが,子葉の黄化が発生した。
特に与作N-15区 ,慣行区で子葉黄化程度が高かった。
播種後27日 目のセル成型苗は各区ともに子葉黄化,落葉が
甚だしかった。慣行区では子葉の黄化程度が高くなったが,
落葉は見られなかった。
2)播種後21日 目から27日 目の間に野菜養土と野菜養
土十細粒15g,プラグ専用培土の各区で根重割合が低下
した。また,苗の抜取り性はプラグ専用培土がやや劣った

区
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3 野菜養土+細粒 15g"
4   ″    ″ 15g2)
5 野菜養土+細粒 30g"
6 プラグ専用培± 3)
7        ″      3)

8 地床育苗 (慣行)
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2)ハ クサイ育苗培地の施肥法

No 区

1 野菜養土け
2 野菜養土+細粒15ga
3 野菜養土+細粒30g2)
4 プラグ専用培土。
5 与作N-15
6 ペーパーボット育苗 (慣行)

野菜養±
1):Y社
製の追肥型育苗培地

(播種後10日程度の施肥量を含む。)
追肥 :専用野菜肥料 ;播種後10日 日以降2,000～ 3,000倍で

1日 500m1/ト レイ施用
(窒素量 キャベツ ;66mg/′ ,ハ クサイ i55mg/″ )
15g'),30g":野菜養± 1′ 当り細粒被覆燐硝安加里

一

一

一

〇

〇

〇

基肥施肥量 (mg/″ )
培地N 細粒被覆燐

硝安加里N
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表 1 キャベッの育苗培地別苗質の経過と収量,品質
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表2 ハクサイの育苗培地別苗質の経過と収量,品質

区

セル成型苗 :8月 19日 ,地床育苗(慣行):`
張力
1):丸ばね式テンションゲージによる
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◎ ;
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張力 1)
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育苗 (慣行)

―ボ ッ ト

ロ  セ 9日 ,ペーパー
張力
1),根
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2),

:表1に同じ

が,移植機対応としてはさしつかえなかった。       用可能であった。移植適期は,播種後20～ 26日 ,葉数15

育苗躍地橿告ぶ昌li層各螢冒:懇高雀番をグ
=免
,電劣a  

～25枚であった。また上記育苗培地の不1用 により,200セ
ルトレイでも球重が確保された。

型育苗区の収穫期は,慣行区よりやや遅れる傾向であった。   2)ハ クサイ : 育苗培地には,キ ャベッ同様に専用の
追肥型野菜養土,基肥型のプラ

'飛
培土力汗り甲可能てあっ4 ま と め

た。また野菜養± 1′ 当り細粒被覆燐硝安加里40日 タイプ
0)キ ャベッ : 育苗培地には,専用の追肥型野菜養土  を15～30g混合した培地も適応性が高かった。 200セ ル
のはかに,野菜養± 1′ 当り細粒被覆燐硝安加里40日 タイ  トレイでの移植適期は,播種後16～ 21日 ,葉数 2～35枚
プを30g混合した培地,基肥型のプラグ専用培土等も利  であった。
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